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(57)【要約】
　ソーシャル・ネットワーキング・システムによって維
持されるページ・ポストに対するユーザ・エンゲージメ
ントを高めるために、ソーシャル・ネットワーキング・
システムは、ソーシャル・ネットワーキング・システム
内のページ（例えば、事業者またはブランド・ページ）
に関連付けられている投稿をレビューし、１以上の露出
尺度（例えば、時点またはインプレッション）において
各投稿に対するユーザ・エンゲージメントの程度を測定
する。ソーシャル・ネットワーキング・システムは、次
に、それに対するユーザ・エンゲージメントが閾値を超
える投稿を高エンゲージメント・ポストまたは「ホット
」ポストとして識別する。ページに関連付けられている
管理者は、識別された高エンゲージメント・ポストを通
知され、識別された高エンゲージメント・ポストのさら
なるプロモーションまたは引き上げのために、この情報
を使用することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ソーシャル・ネットワーキング・システム内のページに関連付けられている１組の投稿
をレビューする工程と、
　１以上の露出尺度により、レビューされた前記１組の投稿のうちの各投稿に対するユー
ザ・エンゲージメントの程度を測定する工程と、
　レビューされた前記１組の投稿から、所与の露出尺度についての閾値ユーザ・エンゲー
ジメント・レベルを超えるユーザ・エンゲージメントの対応する程度を有する投稿を識別
する工程であって、前記投稿は、高エンゲージメント・ポストとして識別される、工程と
、
　前記ページに関連付けられている管理者に対して識別された前記高エンゲージメント・
ポストを通知する工程と
　を備える方法。
【請求項２】
　レビューされた前記１組の投稿のうちの特定の投稿についての露出尺度は、前記特定の
投稿の作成時刻より後の時点である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記特定の投稿の前記作成時刻より後の前記時点において前記特定の投稿に対するユー
ザ・エンゲージメントの程度を測定する工程は、
　前記時点までの前記特定の投稿に関連付けられているエンゲージメント・イベントの総
カウント数を測定する工程と、
　前記特定の時点までの前記特定の投稿のユーザ・インプレッションの総カウント数を測
定する工程と、
　前記エンゲージメント・イベントの総カウント数を前記ユーザ・インプレッションの総
カウント数によって正規化する工程と
　を含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　レビューされた前記１組の投稿のうちの特定の投稿についての露出尺度は、前記特定の
投稿のユーザ・インプレッションを表す、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　これまでのユーザ・インプレッションの特定の集計カウント数において前記特定の投稿
に対するユーザ・エンゲージメントの程度を測定する工程は、
　前記これまでのユーザ・インプレッションの中からエンゲージメント・イベントの総カ
ウント数を測定する工程
　を含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　レビューされた前記１組の投稿のうちの特定の投稿に対するユーザ・エンゲージメント
は、前記特定の投稿に対するユーザの「いいね！」、前記特定の投稿に対するユーザ・コ
メント、および前記特定の投稿のユーザ・シェアからなる群から選択されるエンゲージメ
ント・イベントを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記１組の投稿のうちの特定の投稿に対するユーザ・エンゲージメントの程度を測定す
る工程は、
　前記ソーシャル・ネットワーキング・システムの１以上のユーザが、前記特定の投稿を
提示された後に、エンゲージメント・イベントを実行する蓋然性を決定する工程
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記所与の露出尺度についての閾値ユーザ・エンゲージメント・レベルは、前記所与の
露出尺度に対する、前記ソーシャル・ネットワーキング・システムにおける１以上の他の
投稿とのユーザ・エンゲージメントの累積尺度の所定の割合に基づいて計算される、請求



(3) JP 2016-539412 A 2016.12.15

10

20

30

40

50

項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記所与の露出尺度についての閾値ユーザ・エンゲージメント・レベルは、前記所与の
露出尺度との事前に定義された関係を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　複数の露出尺度の各々により高エンゲージメント・ポストとして識別された複数の投稿
を前記管理者に対して提示する工程
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記管理者からの促しに応答して、識別された前記高エンゲージメント・ポストを前記
ソーシャル・ネットワーキング・システムの１以上のさらなるユーザに対してプロモート
する工程
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　識別された前記高エンゲージメント・ポストは、前記管理者または前記ソーシャル・ネ
ットワーキング・システムによって指定された所定の持続時間まで、前記１以上のさらな
るユーザに対してプロモートされる、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　識別された前記高エンゲージメント・ポストは、識別された前記高エンゲージメント・
ポストについての目標露出尺度に到達するまで、前記１以上のさらなるユーザに対してプ
ロモートされ、前記目標露出尺度が、ユーザ・インプレッションの目標カウント数である
、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　識別された前記高エンゲージメント・ポストは、識別された前記高エンゲージメント・
ポストについてのエンゲージメント・イベントの目標尺度に達成するまで、前記１以上の
さらなるユーザに対してプロモートされる、請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記１以上のさらなるユーザは、レビューされた前記１組の投稿と直接的に対話を行っ
たことがないユーザを含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記管理者からの促しに応答して、識別された前記高エンゲージメント・ポストを前記
ページの上部に移動させることによって、または識別された前記高エンゲージメント・ポ
ストを前記ページ上で視覚的に目立たせることによって、識別された前記高エンゲージメ
ント・ポストを前記ソーシャル・ネットワーキング・システムの１以上のさらなるユーザ
に対して強調する工程
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合されているメモリとを備え、前記メモリは、その自体に符号化さ
れた命令を有し、前記命令が前記プロセッサによって実行されたとき、
　ソーシャル・ネットワーキング・システム内のページに関連付けられている１組の投稿
をレビューする工程と、
　１以上の露出尺度により、レビューされた前記１組の投稿のうちの各投稿に対するユー
ザ・エンゲージメントの程度を測定する工程と、
　レビューされた前記１組の投稿から、所与の露出尺度についての閾値ユーザ・エンゲー
ジメント・レベルを超えるユーザ・エンゲージメントの対応する程度を有する投稿を識別
する工程であって、前記投稿は、高エンゲージメント・ポストとして識別される、工程と
、
　前記ページに関連付けられている管理者に対して識別された前記高エンゲージメント・
ポストを通知する工程と、
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　を前記プロセッサに行わせる、コンピュータ・システム。
【請求項１８】
　レビューされた前記１組の投稿のうちの特定の投稿についての露出尺度は、前記特定の
投稿の作成時刻より後の時点である、請求項１７に記載のコンピュータ・システム。
【請求項１９】
　前記命令は、
　前記時点までの前記特定の投稿に関連付けられているエンゲージメント・イベントの総
カウント数を測定する工程であって、前記エンゲージメント・イベントは、前記特定の投
稿に対するユーザの「いいね！」、前記特定の投稿に対するユーザ・コメント、および前
記特定の投稿のユーザ・シェアからなる群から選択される、工程と、
　前記特定の時点までの前記特定の投稿のユーザ・インプレッションの総カウント数を測
定する工程と、
　前記エンゲージメント・イベントの総カウント数を前記ユーザ・インプレッションの総
カウント数によって正規化する工程と、
　を前記プロセッサに行わせることによって、前記特定の投稿の前記作成時刻より後の前
記時点において前記特定の投稿に対するユーザ・エンゲージメントの程度を測定する工程
を前記プロセッサにさらに行わせる、請求項１８に記載のコンピュータ・システム。
【請求項２０】
　レビューされた前記１組の投稿のうちの特定の投稿についての露出尺度は、前記特定の
投稿のユーザ・インプレッションの集計カウント数を表す、請求項１７に記載のコンピュ
ータ・システム。
【請求項２１】
　前記命令は、
　これまでのユーザ・インプレッションの中からエンゲージメント・イベントの総カウン
ト数を測定する工程であって、前記エンゲージメント・イベントは、前記特定の投稿に対
するユーザの「いいね！」、前記特定の投稿に対するユーザ・コメント、および前記特定
の投稿のユーザ・シェアからなる群から選択される、工程を、前記プロセッサに行わせる
ことによって、前記これまでのユーザ・インプレッションの特定の集計カウント数におい
て前記特定の投稿に対するユーザ・エンゲージメントの程度を測定する工程を前記プロセ
ッサにさらに行わせる、請求項２０に記載のコンピュータ・システム。
【請求項２２】
　命令を含む非一時的コンピュータ可読記憶媒体を備えるコンピュータ・プログラム製品
であって、前記命令が、プロセッサによって実行されたとき、
　ソーシャル・ネットワーキング・システム内のページに関連付けられている１組の投稿
をレビューする工程と、
　１以上の露出尺度により、レビューされた前記１組の投稿のうちの各投稿に対するユー
ザ・エンゲージメントの程度を測定する工程と、
　レビューされた前記１組の投稿から、所与の露出尺度についての閾値ユーザ・エンゲー
ジメント・レベルを超えるユーザ・エンゲージメントの対応する程度を有する投稿を識別
する工程であって、前記投稿は、高エンゲージメント・ポストとして識別される、工程と
、
　前記ページに関連付けられている管理者に対して識別された前記高エンゲージメント・
ポストを通知する工程と、
　を前記プロセッサに行わせる、コンピュータ・プログラム製品。
【請求項２３】
　レビューされた前記１組の投稿のうちの特定の投稿についての露出尺度は、前記特定の
投稿の作成時刻より後の時点である、請求項２２に記載のコンピュータ・プログラム製品
。
【請求項２４】
　前記命令は、
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　前記時点までの前記特定の投稿に関連付けられているエンゲージメント・イベントの総
カウント数を測定する工程であって、前記エンゲージメント・イベントは、前記特定の投
稿に対するユーザの「いいね！」、前記特定の投稿に対するユーザ・コメント、および前
記特定の投稿のユーザ・シェアからなる群から選択される、工程と、
　前記特定の時点までの前記特定の投稿のユーザ・インプレッションの総カウント数を測
定する工程と、
　前記エンゲージメント・イベントの総カウント数を前記ユーザ・インプレッションの総
カウント数によって正規化する工程と、
　を前記プロセッサに行わせることによって、前記特定の投稿の前記作成時刻より後の前
記時点において前記特定の投稿に対するユーザ・エンゲージメントの程度を測定する工程
を前記プロセッサにさらに行わせる、請求項２３に記載のコンピュータ・プログラム製品
。
【請求項２５】
　レビューされた前記１組の投稿のうちの特定の投稿についての露出尺度は、前記特定の
投稿のユーザ・インプレッションの集計カウント数を表す、請求項２２に記載のコンピュ
ータ・プログラム製品。
【請求項２６】
　前記命令は、
　これまでのユーザ・インプレッションの中からエンゲージメント・イベントの総カウン
ト数を測定する工程であって、前記エンゲージメント・イベントは、前記特定の投稿に対
するユーザの「いいね！」、前記特定の投稿に対するユーザ・コメント、および前記特定
の投稿のユーザ・シェアからなる群から選択される、工程を前記プロセッサに行わせるこ
とによって、前記これまでのユーザ・インプレッションの特定の集計カウント数において
前記特定の投稿に対するユーザ・エンゲージメントの程度を測定する工程を前記プロセッ
サにさらに行わせる、請求項２５に記載のコンピュータ・プログラム製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般に、ソーシャル・ネットワーキング・システムに関し、より詳細には、
ソーシャル・ネットワーキング・システムを通じて広告を行うことに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ソーシャル・ネットワーク、または（人々、事業者、および他のエンティティを含む）
ユーザの間のつながりを追跡し、有効にするソーシャル・ユーティリティが、近年、普及
を見せるようになっており、それは、ユーザが情報をより効率的に伝えることを可能にす
る。広告主などのユーザは、ソーシャル・ネットワーキング・システムを通じて、自らの
ブランド、製品、イベントを広告することができ、または他の方法で広告コンテンツを他
のユーザに対して伝え、流布させることができる。例えば、広告コンテンツは、他のユー
ザが行った広告コンテンツとの対話を示すストーリによって記述され得る。これらのスト
ーリは、対話を実行したユーザとつながりがあるソーシャル・ネットワーキング・システ
ム・ユーザに対して提示されるニュースフィード内に含まれ得る。より一般には、ソーシ
ャル・ネットワーキング・システムは、ページ・ポスト、ステータス更新、写真、動画、
リンク、シェアされるコンテンツ・アイテム、ゲーム・アプリケーション成績、地元の事
業者におけるチェックイン・イベント、ブランド・ページ、または他の任意のタイプのコ
ンテンツを含む、ユーザがそれと対話を行うことができる様々なコンテンツを提供するこ
とができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、ソーシャル・ネットワーキング・システムを通じて広告を行うための従
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来の方法は、広告主が、ソーシャル・ネットワーキング・システムのユーザの間で人気が
ありそうな広告コンテンツのタイプを識別することを可能にしない。結果として、広告を
行うためのこれらの従来の手法は、広告主が、強いユーザ・エンゲージメントおよび人気
を引き起こす蓋然性が高いコンテンツを意識して制作し、広告することを可能にしない。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　広告主が、ユーザ・エンゲージメント（例えば、ユーザによる「いいね！」、他のユー
ザとのコンテンツのシェア、コンテンツに対するコメント）を引き起こす蓋然性が高い広
告コンテンツを識別し、強調することを可能にするために、ソーシャル・ネットワーキン
グ・システムは、広告主のために、広告主が将来の投稿を改善するためにプロモートまた
は他の方法で使用することができる、高エンゲージメントまたは「ホット」ポストを識別
する。広告主は、ソーシャル・ネットワーキング・システムにおいて（例えば、コンテン
ツまたはコンテンツを含むページの管理者の役割または資格で）コンテンツを投稿するこ
とができ、この投稿されたコンテンツは、ページと関連付けられ得る。例えば、ソーシャ
ル・ネットワーキング・システムにおけるあるページは、ユーザ以外のエンティティまた
はブランドを表し、これらのページ（またはそれらの後ろの広告主、もしくはページの管
理者）は、ソーシャル・ネットワーキング・システムに対してコンテンツを投稿すること
ができ、それは、そのページ自体の上にコンテンツを投稿することを含む。その後、ソー
シャル・ネットワーキング・システムのユーザによって、投稿との対話が行われる。ソー
シャル・ネットワーキング・システムは、ページに関連付けられている投稿をレビューす
ることができ、投稿に対するユーザ・エンゲージメントに基づいて、「ホット」ポストを
識別することができる。例えば、ソーシャル・ネットワーキング・システムは、ほとんど
の投稿が受け取るフィードバック・レベルまたは対話に照らして、ページに対して行われ
た各新規投稿をレビューして、それが閾値を超えるかどうかを決定することができる。閾
値を超える投稿は、「ホット」または高エンゲージメント・ポストとして識別され得る。
ソーシャル・ネットワーキング・システムは、広告主またはページの管理者に対して、識
別された高エンゲージメント・ポストを伝えることができる。高エンゲージメント・ポス
トは、分析のために、および／または広告を行うことによって投稿をプロモートするよう
広告主もしくはページ管理者を促すために使用され得る。エンゲージメントは、経時的に
変化するので、高エンゲージメント・ポストの評価は、タイミングに依存し得、特定の時
間的スナップショットを反映し得る。
【０００５】
　一実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システムは、ソーシャル・ネットワ
ーキング・システム内のページに関連付けられている１組の投稿をレビューする。例えば
、システムは、行われた各投稿、またはある数の投稿をレビューすることができ、これら
は、ページ自体によって（またはページの管理者によって）行われた投稿を含む、ページ
上の投稿、または他の方法でページに関連付けられている投稿とすることができる。ソー
シャル・ネットワーキング・システムは、１つまたは複数の露出尺度により各投稿に対す
るユーザ・エンゲージメントの程度を測定する。投稿の露出尺度は、投稿の存続期間もし
くは年齢を表す、またはソーシャル・ネットワーキング・システム・ユーザに対する投稿
の普及の広がりを表す、（測定可能または定量化可能な単位で表された）程度または量と
することができる。露出尺度は、例えば、コンテンツの作成時刻に関連する期間もしくは
時間持続、または広告コンテンツのユーザ・インプレッション数もしくは閲覧数とするこ
とができる。ユーザ・エンゲージメントは、例えば、コンテンツとのユーザ対話の総数、
またはコンテンツのユーザ・インプレッションの総数に対して正規化されたユーザ対話の
総数として測定され得る。ソーシャル・ネットワーキング・システムは、さらに、少なく
とも１つの時点についての、またはインプレッション数当たりの閾値ユーザ・エンゲージ
メント・レベルよりも大きいユーザ・エンゲージメントの程度を有する投稿を、「ホット
」ポストとして識別する。例えば、ソーシャル・ネットワーキング・システムは、所与の
時点における、または所与のユーザ・インプレッション数におけるユーザ・エンゲージメ
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ントの値を、その所与の時点についての、または所与のユーザ・インプレッション数にお
ける閾値ユーザ・エンゲージメント値と比較して、ユーザ・エンゲージメント値が閾値ユ
ーザ・エンゲージメント値を超えるかどうかを決定することができる。超えた場合、コン
テンツは、その時点において、またはそのユーザ・インプレッション数について、高いユ
ーザ・エンゲージメントを有すると見なされる。投稿が高エンゲージメント・ポストであ
ると決定された場合、ソーシャル・ネットワーキング・システムは、広告主またはページ
管理者に対して通知する。そのような通知に基づいて、その後、広告主または管理者は、
識別された高エンゲージメント・ポストを、（例えば、ニュースフィード内で）ページも
しくは他のページの上部に引き上げ、もしくはプロモートすることができ、または（例え
ば、ニュースフィード内で）そのページ上もしくは他のページ上の投稿を、それがより目
立つように、視覚的に強調させて表示することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】一実施形態による、ソーシャル・ネットワーキング・システムが動作するシステ
ム環境のブロック図。
【図２】一実施形態による、ソーシャル・ネットワーキング・システムのブロック図。
【図３ａ】一実施形態による、ソーシャル・ネットワーキング・システム内のページおよ
びページに関連する投稿を示す例示的なユーザ・インターフェースの図。
【図３ｂ】一実施形態による、ソーシャル・ネットワーキング・システム内のページおよ
びページに関連する投稿を示す例示的なユーザ・インターフェースの図。
【図４ａ】一実施形態による、ソーシャル・ネットワーキング・システムに関連する投稿
をソーシャル・ネットワーキング・システム・ユーザに対してプロモートするための例示
的なユーザ・インターフェースの図。
【図４ｂ】一実施形態による、ソーシャル・ネットワーキング・システムに関連する投稿
をソーシャル・ネットワーキング・システム・ユーザに対してプロモートするための例示
的なユーザ・インターフェースの図。
【図５ａ】一実施形態による、インプレッションの集計カウント数の関数としての投稿に
対するユーザ・エンゲージメント・レベルのトレンドおよび変動を示すトレースを含む図
。
【図５ｂ】一実施形態による、時間の関数としての投稿に対するユーザ・エンゲージメン
ト・レベルのトレンドおよび変動を示すトレースを含む図。
【図６ａ】一実施形態による、１つまたは複数のプロモートされる投稿について記述する
情報を提供するためのユーザ・インターフェースの例の図。
【図６ｂ】一実施形態による、１つまたは複数のプロモートされる投稿について記述する
情報を提供するためのユーザ・インターフェースの例の図。
【図７ａ】一実施形態による、投稿が所与の露出尺度について少なくとも閾値のユーザ・
エンゲージメントを引き起こしたときに、広告主に対して通知するための方法のフローチ
ャート。
【図７ｂ】一実施形態による、投稿が所与の露出尺度について少なくとも閾値のユーザ・
エンゲージメントを引き起こしたときに、広告主に対して通知するための方法のフローチ
ャート。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　図は、専ら説明を目的として、様々な実施形態を描いている。当業者は、本明細書で説
明される実施形態の原理から逸脱することなく、本明細書で説明される構造および方法の
代替的な実施形態が利用され得ることを、以下の説明から容易に認識するであろう。
【０００８】
　システム・アーキテクチャ
　図１は、ソーシャル・ネットワーキング・システム１４０のためのシステム環境１００
のハイレベルブロック図である。図１によって示されるシステム環境１００は、１つまた
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は複数のクライアント・デバイス１１０と、ネットワーク１２０と、１つまたは複数のサ
ード・パーティ・システム１３０と、ソーシャル・ネットワーキング・システム１４０と
を備える。代替構成では、異なるおよび／または追加の構成要素がシステム環境１００に
含まれ得る。本明細書に記載の態様は、ソーシャル・ネットワーキング・システム以外の
オンラインシステムに取り入れることができる。
【０００９】
　クライアント・デバイス１１０は、ユーザ入力を受信すること、ならびに、ネットワー
ク１２０を通じてデータを送信および／または受信することが可能な、１つまたは複数の
コンピューティング・デバイスである。一実施形態では、クライアント・デバイス１１０
は、デスクトップまたはラップトップ・コンピュータなど、従来のコンピュータ・システ
ムである。代替的に、クライアント・デバイス１１０は、携帯情報端末（ＰＤＡ）、モバ
イル電話、スマートフォンまたは別の好適なデバイスなど、コンピュータ機能を有するデ
バイスであり得る。クライアント・デバイス１１０は、ネットワーク１２０を通じて通信
するように構成される。一実施形態では、クライアント・デバイス１１０は、クライアン
ト・デバイス１１０のユーザがソーシャル・ネットワーキング・システム１４０と対話す
ることを可能にするアプリケーションを実行する。例えば、クライアント・デバイス１１
０は、ネットワーク１２０を通じてクライアント・デバイス１１０とソーシャル・ネット
ワーキング・システム１４０との間の対話を可能にするために、ブラウザ・アプリケーシ
ョンを実行する。別の実施形態では、クライアント・デバイス１１０は、ＩＯＳ（登録商
標）またはＡＮＤＲＯＩＤ（登録商標）など、クライアント・デバイス１１０のネイティ
ブ・オペレーティング・システム上で動くアプリケーション・プログラミング・インター
フェース（ＡＰＩ）を通じて、ソーシャル・ネットワーキング・システム１４０と対話す
る。
【００１０】
　クライアント・デバイス１１０は、ネットワーク１２０を通じて通信するように構成さ
れており、ネットワーク１２０は、有線通信システムおよび／または無線通信システムの
両方を使用して、ローカル・エリア・ネットワークおよび／またはワイド・エリア・ネッ
トワークの任意の組合せを備え得る。一実施形態では、ネットワーク１２０は、標準的な
通信技術および／またはプロトコルを使用する。例えば、ネットワーク１２０は、イーサ
ネット（登録商標）、８０２．１１、ワールドワイド・インターオペラビリティ・フォー
・マイクロウェーブ・アクセス（ＷｉＭＡＸ）、３Ｇ、４Ｇ、符号分割多元接続（ＣＤＭ
Ａ）、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）などの技術を使用する通信リンクを含む。ネットワ
ーク１２０を通じて通信するために使用されるネットワーキング・プロトコルの例は、マ
ルチプロトコル・ラベル・スイッチング（ＭＰＬＳ）、伝送制御プロトコル／インターネ
ット・プロトコル（ＴＣＰ／ＩＰ）、ハイパーテキスト・トランスポート・プロトコル（
ＨＴＴＰ）、簡易メール転送プロトコル（ＳＭＴＰ）、およびファイル転送プロトコル（
ＦＴＰ）を含む。ネットワーク１２０上で交換されるデータは、ハイパーテキスト・マー
クアップ言語（ＨＴＭＬ）または拡張マークアップ言語（ＸＭＬ）など、任意の好適なフ
ォーマットを使用して表され得る。一実施形態では、ネットワーク１２０の通信リンクの
全部または一部は、任意の好適な１つまたは複数の技法を使用して暗号化され得る。
【００１１】
　１つまたは複数のサード・パーティ・システム１３０が、ソーシャル・ネットワーキン
グ・システム１４０と通信するためにネットワーク１２０に結合されてよく、これについ
ては、図１とともに以下でさらに説明される。一実施形態では、サード・パーティ・シス
テム１３０は、クライアント・デバイス１１０による実行用のアプリケーションについて
記述する情報を通信するか、または、クライアント・デバイス上で実行するアプリケーシ
ョンによる使用のために、クライアント・デバイス１１０にデータを通信する、アプリケ
ーション・プロバイダである。他の実施形態では、サード・パーティ・システム１３０は
、クライアント・デバイス１１０を介した提示のために、コンテンツまたは他の情報を提
供する。サード・パーティ・ウェブサイト１３０はまた、サード・パーティ・ウェブサイ
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ト１３０によって提供されるアプリケーションについての広告、コンテンツ、または情報
など、ソーシャル・ネットワーキング・システム１４０に情報を通信してもよい。
【００１２】
　図２は、ソーシャル・ネットワーキング・システム１４０のアーキテクチャの例示的な
ブロック図である。図２に示されるソーシャル・ネットワーキング・システム１４０は、
ユーザ・プロフィール・ストア２０５と、コンテンツ・ストア２１０と、コンテンツ・マ
ネージャ２１２と、アクション・ロガー２１５と、アクション・ログ２２０と、エッジ・
ストア２２５と、オブジェクト・ストア２３０と、広告要求ストア２４０と、ニュースフ
ィード・マネージャ２５０と、ウェブ・サーバ２８０とを含む。他の実施形態では、ソー
シャル・ネットワーキング・システム１４０は、様々なアプリケーションのための追加の
構成要素、より少ない構成要素、または異なる構成要素を含み得る。ネットワーク・イン
ターフェース、セキュリティ機能、ロード・バランサ、フェイルオーバ・サーバ、管理お
よびネットワーク操作コンソールなど、従来の構成要素は、システム・アーキテクチャの
詳細を不明瞭にしないようにするために、示されていない。
【００１３】
　ソーシャル・ネットワーキング・システム１４０の各ユーザは、ユーザ・プロフィール
に関連付けられ、ユーザ・プロフィールは、ユーザ・プロフィール・ストア２０５に記憶
される。ユーザ・プロフィールは、そのユーザによって明示的に共有された、そのユーザ
についての宣言的情報を含み、また、ソーシャル・ネットワーキング・システム１４０に
よって推論されるプロフィール情報を含み得る。一実施形態では、ユーザ・プロフィール
は、複数のデータ・フィールドを含み、各々は、対応するソーシャル・ネットワーキング
・システム・ユーザの１つまたは複数の属性について記述する。ユーザ・プロフィールに
記憶されている情報の例は、職歴、学歴、性別、趣味またはプリファレンス、ロケーショ
ンなど、伝記的、人口統計学的、および他のタイプの記述的情報を含む。ユーザ・プロフ
ィールはまた、ユーザによって提供される他の情報、例えば、画像または動画を記憶して
もよい。一実施形態では、ユーザの画像は、画像に表示されるソーシャル・ネットワーキ
ング・システム・ユーザを識別している情報にタグ付けされ得る。ユーザ・プロフィール
・ストア２０５におけるユーザ・プロフィールはまた、コンテンツ・ストア２１０中のコ
ンテンツ・アイテム上で実施され、アクション・ログ２２０に記憶される、対応するユー
ザによるアクションへの参照を維持してもよい。
【００１４】
　ユーザ・プロフィール・ストア２０５におけるユーザ・プロフィールは、個人に関連付
けられることが多く、個人がソーシャル・ネットワーキング・システム１４０を通じて互
いと対話することが可能になるが、ユーザ・プロフィールはまた、企業または組織などの
エンティティのために記憶されてもよい。これによって、エンティティが他のソーシャル
・ネットワーキング・システム・ユーザとつながり、コンテンツを交換するために、ソー
シャル・ネットワーキング・システム１４０上にプレゼンスを確立することが可能となる
。エンティティは、それ自体についての情報、その製品についての情報を投稿してよく、
または、エンティティのユーザ・プロフィールに関連付けられたブランド・ページを使用
して、ソーシャル・ネットワーキング・システムのユーザに他の情報を提供してよい。ソ
ーシャル・ネットワーキング・システムの他のユーザは、ブランド・ページに投稿された
情報を受信するために、またはブランド・ページから情報を受信するために、ブランド・
ページにつながることができる。ブランド・ページに関連付けられたユーザ・プロフィー
ルは、エンティティ自体についての情報を含み、エンティティについての背景または情報
のデータをユーザに提供してよい。
【００１５】
　コンテンツ・ストア２１０は、様々なタイプのコンテンツをそれぞれ表すオブジェクト
を記憶する。オブジェクトによって表されるコンテンツの例は、ページ投稿、ステータス
・アップデート、写真、動画、リンク、共有されるコンテンツ・アイテム、ゲーム・アプ
リケーションの成績、地域企業のチェックイン・イベント、ブランド・ページ、または任
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意の他のタイプのコンテンツを含む。ソーシャル・ネットワーキング・システム・ユーザ
は、ステータス・アップデート、ソーシャル・ネットワーキング・システムにおける他の
オブジェクトに関連付けられるようにユーザによってタグ付けされた写真、イベント、グ
ループまたはアプリケーションなど、コンテンツ・ストア２１０によって記憶されるオブ
ジェクトを作成することができる。一実施形態では、オブジェクトは、サード・パーティ
・アプリケーションまたはソーシャル・ネットワーキング・システム１４０とは別個のサ
ード・パーティ・アプリケーションから受信される。一実施形態では、コンテンツ・スト
ア２１０内のオブジェクトは、コンテンツの１つ１つのピース、またはコンテンツ「アイ
テム」を表す。したがって、ソーシャル・ネットワーキング・システム・ユーザは、様々
な通信チャネルを通じて、様々なタイプの媒体のテキストおよびコンテンツ・アイテムを
ソーシャル・ネットワーキング・システム１４０に投稿することによって、互いと通信す
るように奨励される。これによって、ユーザ同士の対話の量を増加させ、ユーザがソーシ
ャル・ネットワーキング・システム１４０内で対話する頻度を増加させる。
【００１６】
　アクション・ロガー２１５は、ソーシャル・ネットワーキング・システム１４０の内部
および／または外部のユーザ・アクションについての通信を受信し、ユーザ・アクション
についての情報を用いて、アクション・ログ２２０を埋める。アクションの例は、別のユ
ーザへのつながりを追加すること、別のユーザへメッセージを送ること、画像をアップロ
ードすること、別のユーザからのメッセージを読むこと、別のユーザに関連付けられたコ
ンテンツを閲覧すること、別のユーザによって投稿されたイベントに出席することを含む
。加えて、いくつかのアクションは、オブジェクトと１つまたは複数の特定のユーザとを
伴うことがあり、そのため、これらのアクションは、それらのユーザにも関連付けられ、
アクション・ログ２２０に記憶される。
【００１７】
　アクション・ログ２２０は、ソーシャル・ネットワーキング・システム１４０における
ユーザ・アクション、ならびに、ソーシャル・ネットワーキング・システム１４０に情報
を通信するサード・パーティ・システム２３０におけるアクションを追跡するために、ソ
ーシャル・ネットワーキング・システム１４０によって使用され得る。ユーザは、ソーシ
ャル・ネットワーキング・システム１４０上の様々なオブジェクトと対話することがあり
、これらの対話について記述する情報は、アクション・ログ２２０に記憶される。オブジ
ェクトとの対話の例は、投稿に関してコメントすること、リンクを共有すること、モバイ
ル・デバイスを通じて物理的なロケーションにチェック・インすること、コンテンツ・ア
イテムにアクセスすること、および任意の他の適切な対話を含む。アクション・ログ２２
０に含まれる、ソーシャル・ネットワーキング・システム１４０上のオブジェクトとの対
話の追加の例は、写真アルバムに関してコメントすること、ユーザと通信すること、オブ
ジェクトとのつながりを確立すること、イベントへの参加をカレンダーに印すこと、グル
ープに加入すること、イベントを作成すること、アプリケーションを許可すること、アプ
リケーションを使用すること、オブジェクトについてのプリファレンスを表現すること（
オブジェクトに対して「いいね」を表明すること）、および取引に関わることを含む。加
えて、アクション・ログ２２０は、ソーシャル・ネットワーキング・システム１４０上の
広告との、ならびにソーシャル・ネットワーキング・システム１４０上で動作する他のア
プリケーションとの、ユーザの対話を記録することができる。一実施形態では、アクショ
ン・ログ２２０からのデータは、ユーザの関心またはプリファレンスを推論し、ユーザの
ユーザ・プロフィールに含まれる関心を拡張し、ユーザのプリファレンスのより完全な理
解を可能にするために使用される。
【００１８】
　アクション・ログ２２０はまた、外部のウェブサイトなど、サード・パーティ・システ
ム１３０上で取られ、ソーシャル・ネットワーキング・システム１４０に通信されるユー
ザ・アクションを記憶することもできる。例えば、電子商取引ウェブサイトは、電子商取
引ウェブサイトがソーシャル・ネットワーキング・システム１４０のユーザを識別するこ
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とを可能にするソーシャル・プラグインを通じて、ソーシャル・ネットワーキング・シス
テム１４０のユーザを認識することができる。ソーシャル・ネットワーキング・システム
１４０のユーザが一意に識別可能であるので、前述した例などの電子商取引ウェブサイト
は、ユーザとの関連付けのために、ソーシャル・ネットワーキング・システム１４０の外
部のユーザのアクションについての情報を、ソーシャル・ネットワーキング・システム１
４０に通信することができる。したがって、アクション・ログ２２０は、ウェブ・ページ
閲覧履歴、関った広告、行われた購買、ならびに、ショッピングおよび購入からの他のパ
ターンを含む、ユーザがサード・パーティ・システム１３０上で実施するアクションにつ
いての情報を記録することができる。
【００１９】
　一実施形態では、エッジ・ストア２２５は、ソーシャル・ネットワーキング・システム
１４０上のユーザと他のオブジェクトとの間のつながりをエッジとして記述する情報を記
憶する。いくつかのエッジはユーザによって定義され、ユーザが自分と他のユーザとの関
係を指定することが可能になり得る。例えば、ユーザは、友達、同僚、パートナなど、ユ
ーザの現実の関係に似ている他のユーザとのエッジを生成することができる。他のエッジ
は、ソーシャル・ネットワーキング・システム１４０上のページへの関心を表現する、ソ
ーシャル・ネットワーキング・システム１４０の他のユーザとリンクを共有する、および
、ソーシャル・ネットワーキング・システム１４０の他のユーザによって行われた投稿に
関してコメントするなど、ユーザがソーシャル・ネットワーキング・システム１４０にお
けるオブジェクトと対話するとき、生成される。
【００２０】
　一実施形態では、エッジは、ユーザ間の対話、ユーザとオブジェクトとの間の対話、ま
たはオブジェクト間の対話の特性をそれぞれ表す様々な特徴を含み得る。例えば、エッジ
に含まれる特徴は、２人のユーザ間の対話の頻度、どのくらい最近、２人のユーザが互い
に対話したか、オブジェクトについてあるユーザによって検索された情報の頻度もしくは
量、または、オブジェクトについてユーザによって投稿されたコメントの数およびタイプ
について記述する。特徴はまた、特定のオブジェクトまたはユーザについて記述する情報
を表してもよい。例えば、特徴は、ユーザが特定のトピックにおいて有する関心のレベル
、ユーザがソーシャル・ネットワーキング・システム１４０にログインする頻度、または
ユーザについての人口統計学的情報について記述する情報を表してよい。各特徴は、ソー
ス・オブジェクトまたはユーザ、ターゲット・オブジェクトまたはユーザ、および特徴値
に関連付けられ得る。特徴は、ソース・オブジェクトもしくはソース・ユーザ、ターゲッ
ト・オブジェクトもしくはターゲット・ユーザ、または、ソース・オブジェクトもしくは
ソース・ユーザとターゲット・オブジェクトもしくはターゲット・ユーザとの間の対話に
ついて記述する値に基づく表現として指定されてよく、したがって、エッジは、１つまた
は複数の特徴表現として表され得る。
【００２１】
　エッジ・ストア２２５はまた、オブジェクト、関心、および他のユーザに対する親和性
スコアなど、エッジについての情報を記憶する。親和性スコア、または「親和性」は、ユ
ーザによって実施されたアクションに基づいて、ソーシャル・ネットワーキング・システ
ム１４０中のオブジェクトまたは他のユーザに対するユーザの関心を近似するために、経
時的にソーシャル・ネットワーキング・システム１４０によって計算され得る。ユーザの
親和性は、ユーザによって実施されたアクションに基づいて、オブジェクト、関心、また
はソーシャル・ネットワーキング・システム１４０中の他のユーザに対するユーザの関心
を近似するために、経時的にソーシャル・ネットワーキング・システム１４０によって計
算され得る。親和性の計算については、２０１０年１２月２３日に出願された米国特許出
願第１２／９７８，２６５号明細書、２０１２年１１月３０日に出願された米国特許出願
第１３／６９０，２５４号明細書、２０１２年１１月３０日に出願された米国特許出願第
１３／６８９，９６９号明細書、および２０１２年１１月３０日に出願された米国特許出
願第１３／６９０，０８８号明細書にさらに記述されており、それらの各々は全体として
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本願明細書に援用される。ユーザと特定のオブジェクトとの間の複数の対話は、一実施形
態では、エッジ・ストア２２５に単一のエッジとして記憶され得る。代替的に、ユーザと
特定のオブジェクトとの間の各対話は、別個のエッジとして記憶される。一実施形態では
、ユーザ間のつながりは、ユーザ・プロフィール・ストア２０５に記憶されてよく、また
は、ユーザ・プロフィール・ストア２０５は、ユーザ間のつながりを決定するためにエッ
ジ・ストア２２５にアクセスしてよい。
【００２２】
　１つまたは複数の広告要求（「アド要求」）が、広告要求ストア２４０内に含まれる。
広告要求は、広告コンテンツおよび入札額を含む。広告コンテンツは、テキスト・データ
、画像データ、オーディオ・データ、動画データ、または、ユーザに対して提示されるそ
の他の任意の適切なデータである。さまざまな実施形態においては、広告コンテンツはま
た、広告がアクセスされたときにユーザが導かれる先のネットワーク・アドレスを明示す
るランディング・ページを含む。入札額は、広告主によって広告に関連付けられ、その広
告がユーザに対して提示された場合に、その広告がユーザ対話を受け取った場合に、また
はその他の任意の適切な状況に基づいて広告主によってソーシャル・ネットワーキング・
システム１４０に対して提供される予想価値、たとえば金銭的報酬を決定するために使用
される。たとえば、入札額は、広告が表示された場合にソーシャル・ネットワーキング・
システム１４０が広告主から受け取る金額を明示し、予想価値は、入札額に対して、広告
がアクセスされる確率を乗じることによって決定される。
【００２３】
　加えて、広告要求は、広告主によって明示された１つまたは複数のターゲティング基準
を含むことができる。広告要求内に含まれているターゲティング基準は、その広告要求内
で広告コンテンツとともに提示されるのに適格であるユーザの１つまたは複数の特色を明
示する。たとえば、ターゲティング基準は、それらのターゲティング基準のうちの少なく
とも１つを満たすユーザ・プロフィール情報、エッジ、またはアクションを有しているユ
ーザを識別するために使用される。したがって、ターゲティング基準は、特定の特色を有
しているユーザを広告主が識別することを可能にし、さまざまなユーザへのコンテンツの
その後の配信を簡略化する。
【００２４】
　一実施形態においては、ターゲティング基準は、ユーザと、ソーシャル・ネットワーキ
ング・システム１４０の別のユーザまたはオブジェクトとの間におけるアクションまたは
つながりのタイプを明示することができる。ターゲティング基準は、ソーシャル・ネット
ワーキング・システム１４０の外部で、たとえば、サード・パーティ・システム１３０上
で実行される、ユーザとオブジェクトとの間における対話を明示することもできる。たと
えば、ターゲティング基準は、特定のアクション、たとえば、メッセージを別のユーザへ
送信すること、アプリケーションを使用すること、グループに参加すること、グループか
ら離脱すること、イベントに参加すること、イベントの記述を生成すること、オンライン
・マーケットプレイスを使用して製品もしくはサービスを購入もしくはレビューすること
、サード・パーティ・システム１３０に対して情報を要求すること、またはその他の任意
の適切なアクションを行ったユーザを識別する。アクションをターゲティング基準内に含
めることは、広告主が、広告要求から、コンテンツを提示されるのに適格であるユーザを
さらに絞り込むことを可能にする。別の例として、ターゲティング基準は、別のユーザも
しくはオブジェクトへのつながりを有しているユーザ、または別のユーザもしくはオブジ
ェクトへの特定のタイプのつながりを有しているユーザを識別する。
【００２５】
　さらに、広告要求は、ソーシャル・ネットワーキング・システムの１人または複数人の
ユーザに対する広告の描画の時刻を指定するタイミング情報を含むことができる。広告要
求内に含まれるタイミング情報は、広告要求内の広告コンテンツを提示される資格がある
１人または複数人のソーシャル・ネットワーキング・システム・ユーザに対して広告がそ
の時またはその間に表示される特定の時間インスタンスまたは持続時間を指定する。
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【００２６】
　一実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１４０は、ユーザに対して
提示される「ニュースフィード」を通して、ユーザが関心を示しそうなストーリを識別す
る。ユーザに対して提示されるストーリは、ユーザとつながりがあるさらなるユーザによ
って取られたアクションを記述し、さらなるユーザを識別する。一実施形態では、ユーザ
によって実行されたアクションを記述するストーリは、アクションを実行したユーザとつ
ながりがないユーザからアクセス可能とすることができる。ニュースフィード・マネージ
ャ２５０は、アクション・ログ２２０内およびエッジ・ストア２２５内の情報に基づいて
、ユーザに対する提示のために、ストーリを生成することができ、またはコンテンツ・ス
トア２１０内に含まれる候補ストーリを選択することができる。候補ストーリの１つまた
は複数は、ニュースフィード・マネージャ２５０によって選択され、ユーザに対して提示
される。
【００２７】
　例えば、ニュースフィード・マネージャ２５０は、ソーシャル・ネットワーキング・シ
ステム・ユーザに対して１つまたは複数のストーリを提示するように求める要求を受け取
る。ニュースフィード・マネージャ２５０は、ユーザ・プロファイル・ストア２０５、コ
ンテンツ・ストア２１０、アクション・ログ２２０、およびエッジ・ストア２３０のうち
の１つまたは複数にアクセスして、識別されたユーザについての情報を取り出す。例えば
、識別されたユーザとつながりがあるユーザに関連付けられているストーリまたは他のデ
ータが取り出される。取り出されたストーリまたは他のデータは、識別されたユーザに関
連がありそうなコンテンツを識別するために、ニュースフィード・マネージャ２５０によ
って分析される。例えば、識別されたユーザとつながりがないユーザに関連付けられてい
るストーリ、または識別されたユーザが閾値よりも低い類似性しか有さないユーザに関連
付けられているストーリは、候補ストーリとしては廃棄される。様々な基準に基づいて、
ニュースフィード・マネージャ２５０は、識別されたユーザに対する提示のために、候補
ストーリの１つまたは複数を選択する。加えて、ニュースフィード・マネージャ２５０は
、１人または複数人のユーザに対して候補ストーリを提示することに対してソーシャル・
ネットワーキング・システム１４０によって受け取られる報酬に部分的に基づいて、候補
ストーリを選択することができる。これは、広告主または他のエンティティが、ソーシャ
ル・ネットワーキング・システム・ユーザに対する提示のために、ストーリのスポンサに
なることを可能にする。広告主またはエンティティをスポンサとするストーリ（「スポン
サ付きストーリ」）の例は、その全体を本願明細書に援用する、米国特許出願公開第２０
０９／０１１９１６７号として公開された、２００８年８月１８日に出願された米国出願
第１２／１９３，７０２号において説明されている。
【００２８】
　様々な実施形態では、ニュースフィード・マネージャ２５０は、ユーザに対する提示の
ために選択された複数のストーリを含むニュースフィードを通して、ユーザに対してスト
ーリを提示する。ニュースフィードは、限られた数のストーリを含むことができ、または
候補ストーリの完全な組を含むことができる。ニュースフィード内に含まれるストーリの
数は、ユーザ・プロファイル・ストア２０５内に含まれるユーザ・プリファレンスによっ
て部分的に決定され得る。ニュースフィード・マネージャ２５０は、選択されたストーリ
がニュースフィードを通じて提示される順序も決定することができる。例えば、ニュース
フィード・マネージャ２５０は、ユーザが特定のユーザに対して最も高い類似性を有する
と決定し、特定のユーザに関連付けられているニュースフィード内のストーリの数を増加
させ、または特定のユーザに関連付けられているストーリが提示されるニュースフィード
内の位置を変更する。
【００２９】
　ニュースフィード・マネージャ２５０は、ストーリのタイプについてのプリファレンス
を示すユーザによるアクションも考慮することができ、ニュースフィード内に含めるため
に、同じまたは類似のタイプを有するストーリを選択する。加えて、ニュースフィード・
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マネージャ２５０は、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０によって様々なユ
ーザから受け取られたストーリを分析して、分析されたストーリからユーザ・プリファレ
ンスまたはアクションについての情報を獲得することができる。この情報は、様々なユー
ザに対して提示されるニュースフィードのためのストーリの以降の選択を精緻化するため
に使用され得る。
【００３０】
　プロモーション・エンジン２５５は、オブジェクトに関連付けられているコンテンツの
配信をカスタマイズするためのデータを記憶する。例えば、プロモーション・エンジン２
５５は、ユーザ・プロファイル・ストア２０５にアクセスして、プロモーション・エンジ
ン２５５内に記憶されたターゲティング基準によって識別される１つまたは複数の特徴を
有するユーザを識別する。別の例として、プロモーション・エンジン２５５は、記憶され
た予算情報もしくはストーリに関連付けられている入札金額、または他のコンテンツにも
アクセスし、予算および／または入札金額に基づいたランク付けされたストーリのリスト
を生成する際に使用するための入札金額および／または予算をニュースフィード・マネー
ジャ２５０に対して提供することができる。加えて、プロモーション・エンジン２５５は
、ストーリに関連付けられている入札金額（例えば、「ホット」ポストをプロモートする
、または引き上げるための支払額）を付けるための支払額情報を、プロモートを行うユー
ザに要求することができる。
【００３１】
　一実施形態では、プロモーション・エンジン２５５は、閲覧ユーザのクライアント・デ
バイス１１０に対して、プロモートされているオブジェクトに関連付けられているコンテ
ンツを伝える（例えば、引き上げられた「ホット」ポストを伝える）ことができる。例え
ば、コンテンツがスポンサ付きストーリまたは他の広告である場合、プロモート・エンジ
ン２５５は、スポンサ付きストーリに対して、ターゲティング基準、入札金額、または類
似のデータなど、それに関連付けられているデータに基づいてサービスを行うことができ
る。したがって、オブジェクトをプロモートする権限を所与のユーザによって提供される
データは、「ホット」ポストをプロモートすること、または強調することを含む、閲覧ユ
ーザに対するコンテンツの提示を変更するように、プロモーション・エンジン２５５によ
って記憶され、適用される。プロモーション・エンジン２５５は、プロモートを行うユー
ザに対して、ニュースフィード・マネージャ２５０からの情報に基づいたストーリ・プロ
モーションの有効性を記述する情報も提供することができる。例えば、プロモーション・
エンジンは、プロモートされたストーリが閲覧ユーザに対して提示された回数と、プロモ
ートされなかった場合にストーリが閲覧ユーザに対して提示されたであろう回数との間の
差を記述する情報を提供する。
【００３２】
　ウェブ・サーバ２８０は、ソーシャル・ネットワーキング・システム１４０を、ネット
ワーク１２０を通じて、１つまたは複数のクライアント・デバイス１１０、および１つま
たは複数のサード・パーティ・システム１３０に結び付ける。ウェブ・サーバ２８０は、
ウェブ・ページ、ならびにＪＡＶＡ（登録商標）、ＦＬＡＳＨ（登録商標）、およびＸＭ
Ｌなどの他のウェブ関連コンテンツに対してサービスを行う。ウェブ・サーバ２８０は、
メッセージを、例えば、インスタント・メッセージ、待ち行列に入れられるメッセージ（
例えば、電子メール）、テキスト・メッセージ、ショート・メッセージ・サービス（ＳＭ
Ｓ）メッセージ、または他の任意の適切なメッセージング技法を使用して送信されるメッ
セージを受信し、ソーシャル・ネットワーキング・システム１４０とクライアント・デバ
イス１１０の間で転送する。ユーザは、コンテンツ・ストア２１０内に記憶された情報（
例えば、画像または動画）をアップロードするために、ウェブ・サーバ２８０に対して要
求を送信することができる。加えて、ウェブ・サーバ２８０は、ＩＯＳ（登録商標）、Ａ
ＮＤＲＯＩＤ（登録商標）、ＷＥＢＯＳ（登録商標）、またはＢｌａｃｋｂｅｒｒｙ（登
録商標）ＯＳなど、ネイティブ・クライアント・デバイス・オペレーティング・システム
に対してデータを直接的に送信するために、アプリケーション・プログラミング・インタ



(15) JP 2016-539412 A 2016.12.15

10

20

30

40

50

ーフェース（ＡＰＩ）機能を提供することができる。
【００３３】
　ページおよび投稿
　図３ａ～図３ｂは、ソーシャル・ネットワーキング・システム内のページを示すユーザ
・インターフェースの例を示している。図３ａは、現実世界のエンティティもしくは商業
ブランドを表すソーシャル・ネットワーキング・システム内のページ、またはページ管理
者がプロモートすることを望むことがある他の任意のコンテンツを表すページなどの、ペ
ージ３００の例を示している。ページ３００は、ユーザ自身のページもしくはプロファイ
ル、著名人に関連付けられているページ、イベントについてのページ、ニュースフィード
・ページ、またはソーシャル・ネットワーキング・システム内の他のページも含むことが
できる。
【００３４】
　図３ａに示される例では、ページ３００は、このケースでは、営利事業者または企業（
例えば、グラハムズ・カフェ）である、現実世界のエンティティと関連付けられ、エンテ
ィティもしくは営利企業に関連付けられているページは、エンティティについての情報を
表示するプロファイル・ページである。図３ａの例では、ページ３００は、１つまたは複
数の地理的所在地、連絡先情報、ならびに営業時間３２０－１、地図３２０－２、グラフ
ィカル・コンテンツ３２０－３、イベント情報３２０－４、およびロゴ３２０－５を表示
し、エンティティについてのさらなる情報も表示され得る。一実施形態では、エンティテ
ィに関連付けられている広告主（例えば、エンティティの所有者、またはページ管理者な
ど、エンティティの所有者によって権限を所与のコンテンツ開発者）は、ページによって
提示されるコンテンツを変更するための、またはページにアクセスするための管理権限を
有する。図３ａの例では、例示的なページ３００は、ページ３００によって提示されるコ
ンテンツを変更し、ページ３００によって提示されるコンテンツを削除し、ページ３００
によって提示されるコンテンツを制限し、またはページ３００に関連付けられているコン
テンツの他の変更を実行するために、管理権限を有するソーシャル・ネットワーキング・
システム・ユーザに関連付けられている管理アカウント３３０によってアクセスされるも
のとして示されている。
【００３５】
　図３ｂに示される実施形態など、一実施形態では、１つまたは複数の投稿３５０－１、
３５０－２が、ページと関連付けされて提示される。例えば、１つまたは複数の投稿３５
０－１、３５０－２が、ページ３００上に表示される（例えば、ページ上に表示される）
。投稿３５０－１、３５０－２は、エンティティについての広告情報（例えば、エンティ
ティに関連付けられている社会もしくは地域社会イベントについての情報、エンティティ
によって販売される製品もしくはサービスについての情報など）、エンティティについて
のお知らせ情報（エンティティの新製品もしくはサービス、新規店舗所在地についての情
報など）、プロモーションの申し出（例えば、ディスカウント、セールなど）、またはペ
ージに関連付けられているエンティティについて記述する他の情報を含むことができる。
【００３６】
　ページと関連付けされて表示または提示される投稿３５０－１、３５０－２は、ソーシ
ャル・ネットワーキング・システムの権限を所与のユーザによって作成され得る。例えば
、ページ３００に関連付けられているコンテンツを作成するための管理許可を有するユー
ザが、より多くの投稿３５０－１、３５０－２のうちの１つを作成する。ページと関連付
けされて表示される投稿は、ページとつながりがある（例えば、ページに「いいね」を表
明した）、または他の方法でページと対話を行う、管理許可を有するユーザとは異なるソ
ーシャル・ネットワーキング・システム・ユーザによっても作成され得る。投稿３５０－
１、３５０－２には、様々なタイプのコンテンツが含まれ得る。例えば、投稿３５０－１
、３５０－２は、テキスト・データ、グラフィカル・データ、ビデオ・データ、メタデー
タ、さらなるコンテンツへのリンク、オーディオ・データ、または他の任意の適切なタイ
プのデータを含む。ページ３００とつながりがある、またはページ３００と対話を行った
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、１人または複数人のソーシャル・ネットワーキング・システム・ユーザは、ページ３０
０に関連付けられている投稿３５０－１、３５０－２とも対話を行うことができる。投稿
３５０－１、３５０－２とのユーザ対話の例は、投稿３５０－１、３５０－２に関連付け
られているコメントを提供すること、投稿３５０－１、３５０－２に対するプリファレン
スを表明する（例えば、投稿３５０－１、３５０－２に「いいね」を表明する）こと、別
のソーシャル・ネットワーキング・システム・ユーザと投稿３５０－１、３５０－２をシ
ェアすること、または他の任意の適切な対話を含む。
【００３７】
　一実施形態では、ページ３００に関連付けられている投稿３５０－１、３５０－２は、
ページ３００を識別するが、ページ３００とは別に提示される。例えば、ページ３００と
つながりがない、またはページ３００と対話を行ったことがないユーザは、ページ３００
を識別する別のユーザのプロファイル・ページに対する投稿を生成することができる。こ
の投稿は、ページ３００と関連付けられて提示されないが、ページ３００またはページ３
００に関連付けられているコンテンツを識別する。
【００３８】
　ソーシャル・ネットワーキング・システム・ユーザに対して投稿をプロモート
　ブランドなどのエンティティに関連付けられている広告主は、ソーシャル・ネットワー
キング・システム・ユーザに対してエンティティをプロモートしようとしばしば努める。
しばしば、広告主は、これまでエンティティと対話を行ったことがないが、エンティティ
に関連付けられているオブジェクトと対話を行うことに関心がありそうなソーシャル・ネ
ットワーキング・システム・ユーザに対して、エンティティをプロモートしようと努める
。ソーシャル・ネットワーキング・システム・ユーザがページまたはページに関連する投
稿と対話を行いそうな度合いは、ユーザがページまたは投稿を閲覧する時点に依存するこ
とがある。例えば、図３ａ～図３ｂおよび図４ａの例では、ユーザは、複数のユーザが投
稿と対話を行っている（例えば、投稿に「いいね」を表明している、またはコメントして
いる）導入またはプロモーション期間中に、グラハムズ・カフェが導入した新フレーバの
アップル・パイの広告を行う投稿を閲覧する可能性がより高くなり得る。したがって、グ
ラハムズ・カフェに関連付けられている広告主は、このプロモーション期間中に、プロモ
ーション対象の新フレーバのアップル・パイに関連する投稿をプロモートすることを望む
ことがある。
【００３９】
　ページまたはページに関連付けられている投稿とのユーザ対話の統計的尤度を高めるた
めに、ソーシャル・ネットワーキング・システムは、広告主に関連付けられている投稿を
レビューして、ソーシャル・ネットワーキング・システムのユーザの間で人気のある投稿
（すなわち、閾値よりも大きいユーザ・エンゲージメントを引き起こす投稿）を識別する
。これらは、高エンゲージメント・ポストまたは「ホット」ポストであると見なされる。
これらの高エンゲージメント・ポストは、広告主に識別され得る。その後、広告主は、こ
れらの高エンゲージメント・ポストを引き上げ、もしくはプロモートし、または他の方法
で強調して、ユーザが投稿と対話を行う蓋然性が強くなるように、それらが、利用可能に
される際に、さらなるソーシャル・ネットワーキング・システム・ユーザの目に付きやす
くする。一実施形態では、高エンゲージメントまたはホット・ポストは、ある期間中だけ
ホットと見なされ、そのため、ホット・ポストの通知は、ある日数（例えば、３日）後に
満了する。
【００４０】
　図４ａおよび図４ｂは、ソーシャル・ネットワーキング・システム・ユーザに対してオ
ブジェクトに関連付けられた投稿をプロモートするためのユーザ・インターフェースの例
である。例えば、図４ａおよび図４ｂによって説明されるユーザ・インターフェースの１
つまたは複数は、所与の時間インスタンスにおいて、または所与のユーザ・インプレッシ
ョン数に対して、ユーザによる少なくとも閾値量のユーザ対話を有する投稿が、さらなる
ソーシャル・ネットワーキング・システム・ユーザに対して強調され、またはより目立つ
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ようにされるようにプロモートされることを可能にする。投稿との閾値量のユーザ対話を
提供された投稿は、広告主に識別され得、その後、広告主は、さらなるユーザに対して投
稿を提示するようにソーシャル・ネットワーキング・システムを促すことができる。
【００４１】
　図４ａによって示される例では、投稿は、ソーシャル・ネットワーキング・システム・
ユーザ（「閲覧ユーザ」）に対して提示されるニュースフィード４１０内のストーリ４２
０として提示される。ストーリ４２０は、投稿からのコンテンツ、投稿からの説明、およ
び閲覧ユーザが投稿と対話を行うための（例えば、投稿に対してコメントする、投稿に対
するプリファレンスを表明する、別のユーザと投稿をシェアするなどのための）１つまた
は複数のオプションを含むことができる。一実施形態では、投稿とのこれまでのユーザ対
話について記述する情報も、ストーリ４２０内に含まれ得る。
【００４２】
　図４ｂは、閲覧ユーザに対してソーシャル・ネットワーキング・システムによって提示
されるニュースフィード４４０のさらなる例を示している。ニュースフィード４４０は、
閲覧ユーザまたは他のオーガニック・コンテンツとつながりがある他のソーシャル・ネッ
トワーキング・システム・ユーザによって実行されたアクションについて説明するストー
リ４５０－１、４５０－２、４５０－３を含む。加えて、図４ｂに示されるように、ニュ
ースフィード４４０は、広告主またはエンティティによってプロモートされる投稿を含む
、１つまたは複数のスポンサ付きストーリ４６０を含むことができる。ソーシャル・ネッ
トワーキング・システムは、広告主またはエンティティから報酬を受け取って、ニュース
フィード４４０内にスポンサ付きストーリ４６０を含める。例えば、広告主は、スポンサ
付きストーリ４６０を生成し、ソーシャル・ネットワーキング・システム・ユーザに対し
て提示することに対して、ソーシャル・ネットワーキング・システムに対して金銭的報酬
を提供する。
【００４３】
　一実施形態では、ストーリ４６０は、少なくとも閾値ユーザ・エンゲージメントを引き
起こす識別された投稿（すなわち、人気のある投稿または高エンゲージメント・ポスト）
からのコンテンツを含む。広告主によってプロモートされる、または引き上げられる高エ
ンゲージメント・ポストは、任意の方法で強調され、またはより目立つようにされ得る（
例えば、ページもしくはニュースフィードの上部に移動され、またはページもしくはニュ
ースフィード内の上位Ｘ個のストーリ内に移動され得る）。一実施形態では、ストーリ４
６０は、他のオーガニック・コンテンツ４５０－１、４５０－２などから、また任意選択
で他のスポンサ付きストーリからストーリ４６０を視覚的に区別するために、ユーザのニ
ュースフィード４４０内で視覚的に強調される。視覚的強調ストーリ４６０の例は、スト
ーリ４６０またはストーリ４６０内に含まれる投稿に星印を付けること、ストーリ４６０
に独特な色分けまたはハイライトを施すこと、閲覧ユーザのニュースフィード４４０内の
事前に定義された空間的領域に（例えば、ニュースフィード４４０の上部の領域またはニ
ュースフィード４４０の中央部分に）ストーリ４６０を配置すること、他のオーガニック
・コンテンツ４５０－１、４５０－２または他のスポンサ付きストーリのための表示サイ
ズを定義するために従来使用されている事前に定義された表示面積よりも広い表示面積で
投稿（または対応するスポンサ付きストーリ４６０）を表示すること、ストーリ４６０内
に含まれる投稿が少なくとも閾値レベルのユーザ・エンゲージメントを引き起こしたこと
を示すためにストーリ４６０にラベルを付けること、ストーリ４６０の周囲に視覚的な境
界（例えば、輪郭線）を提供すること、閲覧ユーザに対して投稿を強調するために、所定
の期間にわたって、ニュースフィード４４０の少なくとも一部の上をストーリ４６０で覆
い隠すこと（例えば、垂直次元においてニュースフィード４４０の上にストーリ４６０を
重ね合わせて、ニュースフィード４４０を背景にすること）などを含む。
【００４４】
　しかしながら、一実施形態では、ページに関連付けられている投稿は、閲覧ユーザに対
して、ニュースフィード４４０とは別に、任意選択でニュースフィード４４０と並んで表
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示される広告４７０内で提示される。言い換えると、ニュースフィード内で提示されるス
トーリにおいて投稿を提示する代わりに、投稿は、ニュースフィードに加えて、ユーザに
対して提示される広告内で提示され得る。一実施形態では、少なくとも閾値レベルのユー
ザ・エンゲージメントをこれまでに有するとして識別された投稿を含む広告が、識別され
た投稿がこれまでのユーザ・エンゲージメントについて少なくとも閾値レベルを満たした
後の時点において、さらなるユーザに対する提示のために選択される。
【００４５】
　さらに、識別された高エンゲージメント・ポストは、広告主のページ（例えば、グラハ
ムズ・カフェのページ）自体において視覚的に強調され得る。識別された投稿を視覚的に
強調させて表示する例は、投稿に独特な色分けを施すこと、視覚的に投稿の境界を定義す
ること、投稿に星印を付けること、ページの事前に定義された目立った空間的領域に投稿
を配置すること（例えば、ページの上部またはページの中央部分に投稿の配置を格上げす
ること）、ページ上の他の投稿のための表示サイズを定義するために従来使用されている
事前に定義された表示面積よりも広い表示面積で投稿を表示すること、閲覧ユーザに対し
て投稿を強調するために、所定の期間にわたって、ページの少なくとも一部の上を投稿で
覆い隠すこと（例えば、垂直次元においてページ上に投稿を重ね合わせて、ページを背景
にすること）、または投稿の方にユーザの注意を引くために、投稿の視覚的な目立ちやす
さを他の方法で引き上げることを含む。
【００４６】
　図５ａ～図５ｂは、一実施形態による、インプレッションの集計カウント数の関数（図
５ａ）および時間の関数（図５ｂ）としての投稿に対するユーザ・エンゲージメント・レ
ベルのトレンドまたは変動を示すトレースを含んでいる。投稿を閲覧した後、投稿を閲覧
したにもかかわらず、投稿が閲覧ユーザに対して提示される場合、閲覧ユーザは、投稿と
対話を行う（例えば、投稿に「いいね」を表明する、もしくはプリファレンスを表明する
、投稿にコメントする、または投稿をシェアするなど、エンゲージメント・イベントを実
行する）こともあり、または行わないこともある。結果として、投稿とのユーザ対話また
は投稿のエンゲージメント・イベントの数は、一般に、投稿のユーザ・インプレッション
または閲覧の累積数または集約数よりも低く、一般に、投稿の露出、または流布の広がり
と、投稿に対するユーザ対話の尺度、またはエンゲージメント・イベントの数との間に、
ある量の不一致を引き起こす。しかし、露出の尺度とユーザ対話の尺度との間の不一致の
程度または量は、ソーシャル・ネットワーキング・システムのユーザの間における投稿の
人気についての価値ある情報を提供することができる。加えて、不一致の量は、投稿の露
出の尺度とともに、例えば、（投稿の作成時刻に関連して測定される）時間とともに、ま
たは投稿のインプレッション数とともに変化し得る。
【００４７】
　一実施形態では、広告主は、広告主のページと関連付けられて作成された様々な投稿に
対応するユーザ・エンゲージメント統計を観測し、分析することを望むことがある。例え
ば、広告主は、閾値を上回るユーザ・エンゲージメントを引き起こした人気のある投稿、
およびソーシャル・ネットワーキング・システム・ユーザの間で人気のなかった投稿（例
えば、閾値を上回るユーザ・エンゲージメントを引き起こさなかった投稿）などについて
、統計的トレンドを分析する（例えば、ユーザ・インプレッションに伴う、または時間に
伴うユーザ・エンゲージメントのトレンドをレビューする）ことを望むことがある。広告
主（例えば、ページの管理者、ページに関連付けられているエンティティ、他のサードパ
ーティ・エンティティ）、またはソーシャル・ネットワーキング・システム自体は、統計
的予測モデルをトレーニングして、その後、人気のある投稿、および閾値よりも大きいユ
ーザ・エンゲージメントを引き起こさなかった投稿などを、投稿のこれらのカテゴリにつ
いてこれまでに観測され、分析されたトレンドに基づいて、識別または予測することがで
きる。広告主は、投稿がユーザ・エンゲージメントの閾値を超えた場合、投稿の人気にさ
らに乗じるために、１人または複数人のユーザに対して人気のある投稿をさらにプロモー
トし、または強調することができる。
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【００４８】
　図５ａは、複数の投稿Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３の各々について、露出の関数としてのユーザ・
エンゲージメントのトレンドを示している。先に説明されたように、投稿の露出の尺度は
、投稿の存続期間もしくは年齢を表す、またはソーシャル・ネットワーキング・システム
・ユーザに対する投稿の普及の広がりを表す、（測定可能または定量化可能な単位で表さ
れた）程度または量とすることができる。図５ａに示される図では、投稿Ｐ１、Ｐ２、Ｐ
３は、任意選択で、ページに関連付けられている新しいまたは最近作成された投稿（レビ
ューまたはトレンド分析の時刻から遡って所定の時間間隔以内に作成された投稿）であり
、ユーザ・エンゲージメントは、投稿とのユーザ対話（例えば、投稿に対して閲覧ユーザ
によって実行されたエンゲージメント・イベント）の総数として測定され、露出は、投稿
のユーザ・インプレッションの累積数または集約数（例えば、閲覧数）として測定される
。閾値ユーザ・エンゲージメント・レベル（例えば、閾値Ａ）が定義され、閾値ユーザ・
エンゲージメント・レベルは、特定の投稿が高いユーザ・エンゲージメントを引き起こし
たかどうかを決定するために使用される。
【００４９】
　所与の数のユーザ・インプレッションに対して、閾値ユーザ・エンゲージメント・レベ
ル（例えば、閾値Ａの値）は、これまでに観測された投稿（例えば、ページもしくは広告
主に関連付けられている投稿、またはソーシャル・ネットワーキング・システム全体にお
いて発生した投稿）に対するユーザ・エンゲージメントの累積尺度に基づいて変化する。
一実施形態では、所与の数のユーザ・インプレッションにおいて、閾値Ａの値は、これま
でに観測された投稿とのユーザ対話の総尺度の所定の割合として変化し得、例えば、１０
００インプレッションにおいては、閾値Ａの値は、ある１組の投稿のうちの各投稿が１０
００インプレッションを有する場合、そのある１組の投稿との対話の総数の９０％とする
ことができ、一方、５０００インプレッションにおいては、閾値Ａの値は、ある１組の投
稿のうちの各投稿が５０００インプレッションを有する場合、そのある１組の投稿との対
話の総数の８５％とすることができる。同様に、閾値Ａの値は、所与の数のユーザ・イン
プレッションに対して、これまでに観測された投稿に対するユーザ・エンゲージメントの
総尺度の加重された割合として、または所与の数のユーザ・インプレッションに対して、
これまでに観測された投稿のすべてに対するユーザ・エンゲージメントの総尺度の他の任
意の数学的関数として変化し得る。
【００５０】
　所与の露出尺度（例えば、図５ａにおけるインプレッション数）において、その所与の
露出尺度についての閾値ユーザ・エンゲージメント値よりも大きいユーザ・エンゲージメ
ントの尺度を有する投稿が、人気のある投稿または高エンゲージメント・ポストとして広
告主に識別される。図５ａの図では、投稿Ｐ１は、示された露出尺度（例えば、ユーザ・
インプレッションの累積カウント）の各々について、高エンゲージメント・ポストであり
、他方、投稿Ｐ２、Ｐ３は、いずれの露出尺度によっても、閾値ユーザ・エンゲージメン
ト値よりも大きいユーザ対話の尺度を引き起こさず、したがって、高エンゲージメント・
ポストとして識別されない。次に、広告主は、投稿に対するユーザ・エンゲージメントを
さらに高めるために、高エンゲージメント・ポストを引き上げ、プロモートし、目立たせ
て表示し、または他の方法で強調することができる。
【００５１】
　一実施形態では、高エンゲージメント・ポストＰ１は、インプレッションの目標数に対
応する最終目標Ｇ１に到達するまで、広告主によってプロモートされる。代替として、ま
たは加えて、高エンゲージメント・ポストＰ１は、対話の目標数に対応する最終目標Ｇ２
に到達するまで、プロモートされる。
【００５２】
　図５ｂは、複数の投稿Ｐ４、Ｐ５、Ｐ６の各々について、露出尺度の関数としてのユー
ザ・エンゲージメントのトレンドを示している。図５ｂの例では、ユーザ・エンゲージメ
ントは、ユーザ対話またはエンゲージメント・イベントの総数の、ユーザ・インプレッシ
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ョンの総数に対する比として測定され、露出尺度は、複数の投稿Ｐ４、Ｐ５、Ｐ６の各々
の作成時刻（Ｔ０）に関連する時間インスタンスまたは時点として測定される。
【００５３】
　図５ｂにおける時点Ｔ０は、実時間クロック測定などの、実時間測定または参照を基準
とする同じ時間インスタンスに対応する必要がないことを理解されたい。しかしながら、
図５ｂについての時間軸は、作成後の時間に関連する時点を表すので、この軸の原点（Ｔ
０）は、投稿Ｐ４、Ｐ５、Ｐ６の作成時刻を共通して表すが、投稿Ｐ４、Ｐ５、Ｐ６は、
実際には、実時間クロック測定によって参照されるものとして測定される異なる時点にお
いて作成され得る。
【００５４】
　さらに、代替的な実施形態では、作成後の時刻に関連する時間インスタンスまたは時点
が、露出尺度として使用される場合、ユーザ・エンゲージメントは、対話またはエンゲー
ジメント・イベントの総数に基づいて測定される。ユーザ・エンゲージメントのこの表現
は、ページに関連付けられている広告主に対して、同じページの様々な投稿についてのユ
ーザ・エンゲージメント統計またはトレンドを比較する場合に、有益な情報を提供するこ
とができる。そのような実施形態では、閾値ユーザ・エンゲージメント・レベルは、ペー
ジに対して、そのページに対する投稿との対話の典型的な数に対して、そのページとのつ
ながりの数に基づいて、またはそれらの任意の組み合わせでカスタマイズされる。
【００５５】
　図５ｂに示される閾値ユーザ・エンゲージメント・レベル（閾値Ｂ）は、投稿の作成時
刻との所定の関係を有し、それは、例えば、高エンゲージメント・ポストもしくは人気の
ある投稿の過去のトレンドに基づいて、ページの人気に基づいて、広告主の人気に基づい
て、または広告主固有の閾値など、他の任意の固定された閾値に基づいて事前に定義され
る。高エンゲージメント・ポストは、投稿の作成時刻に関連する所与の時間インスタンス
において、所与の時間インスタンスについての閾値ユーザ・エンゲージメント・レベルよ
りも大きいエンゲージメントの尺度（例えば、ユーザ・インプレッションの数に対して正
規化された対話の数）を有する。
【００５６】
　したがって、投稿Ｐ４は、時点Ｔ１までは、高エンゲージメント・ポストであるとは決
定されない。時点Ｔ１において，投稿Ｐ４についてのユーザ・エンゲージメントの尺度は
、閾値Ｂの値を越え、投稿Ｐ４は、時点Ｔ１以降は、高エンゲージメント・ポストである
と決定される。高エンゲージメント・ポストは、１人または複数人のさらなるソーシャル
・ネットワーキング・システム・ユーザに対して投稿を引き上げ、強調し、またはプロモ
ートするのに適していると広告主によって見なされる、広告主固有のプロモーション有効
期間ΔＴと関連付けられ得る。図５ｂの例では、プロモーション有効期間は、時点Ｔ１か
ら時点Ｔ２に及ぶが、この有効期間は、投稿Ｐ４が高エンゲージメント・ポストであると
決定される時点Ｔ１よりも後の（例えば、広告主によって指定される）任意の時点におい
て開始することができる。同様に、時点Ｔ１またはＴ２の一方または両方は、ソーシャル
・ネットワーキング・システムによって設定され得る。
【００５７】
　図６ａは、１つまたは複数の最近作成された投稿の提示についての情報を広告主に対し
て提供する例示的なユーザ・インターフェース６００である。ソーシャル・ネットワーキ
ング・システムは、エンティティまたは広告主によって作成された投稿について記述する
様々な情報を提供することができる。加えて、ソーシャル・ネットワーキング・システム
は、投稿に関する統計（例えば、ユーザ・エンゲージメント統計、および／またはユーザ
露出統計）を、広告主、ページに関連付けられているエンティティ、または他の任意のサ
ードパーティ・エンティティに対して表示することができる。
【００５８】
　図６ａに示されるように、ユーザ・インターフェース６００は、ページに対する、ペー
ジによる管理権限を有する、エンティティに関連付けられている広告主（例えば、エンテ
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ィティの所有者、またはエンティティの所有者によって権限を所与のコンテンツ開発者）
によって、管理アカウント６１０を通じて、アクセスされる。管理アカウント６１０から
アクセスされる場合、ユーザ・インターフェース６００は、例えば、広告主またはエンテ
ィティによって作成された最近の投稿、およびソーシャル・ネットワーキング・システム
の１人または複数人の他のユーザによって作成された最近の投稿などを含む、広告主のペ
ージに関連付けられている（表示時刻から遡って所定の持続時間以内に作成された、最近
作成された投稿６１２－ａ、６１２－ｂ、６１２－ｃなどを含む）投稿のリスト６１２を
表示することができる。これらの投稿６１２－ａ、６１２－ｂ、６１２－ｃは、投稿６１
２が作成された順序、もしくは投稿６１２の作成時刻に基づいて表示され得、または投稿
６１２に関連付けられている１つまたは複数の属性に基づいてソートされ得る。ユーザ・
インターフェース６００は、投稿の総リーチ６１４（すなわち、総露出尺度、またはイン
プレッションの総数）、ペイド・リーチ６１６（すなわち、その見返りに広告主がソーシ
ャル・ネットワーキング・システムに対して金銭的報酬を提供した、総露出尺度、または
インプレッションの総数）、および投稿を引き上げる、またはプロモートするためのオプ
ション６１８などを含む、投稿６１２の１つまたは複数について記述する統計的情報を表
示することができる。
【００５９】
　ユーザ・インターフェース６００は、任意選択で、広告主が投稿６１２の１つまたは複
数を引き上げる、またはプロモートすることによって到達することができる、最終目標ま
たは中間目標６２０（例えば、ユーザ・インプレッションの目標数、またはユーザ対話も
しくはエンゲージメント・イベントの目標数）についての推奨を含むことができる。加え
て、ユーザ・インターフェース６００は、例えば、投稿６１２の１つまたは複数のユーザ
露出尺度に伴うユーザ・エンゲージメントの変動を示す、トレンド６２５を表示すること
ができる。そのようなトレンドの例は、図５ａ～図５ｂに示されている。
【００６０】
　図６ｂは、広告主、プロモートされているオブジェクトに関連付けられているエンティ
ティ、または他の任意のサードパーティ・エンティティなど、ソーシャル・ネットワーキ
ング・システム・ユーザに対する特定の投稿（例えば、高エンゲージメント・ポスト）の
提示についての情報（例えば、統計）を提供するための別の例示的なユーザ・インターフ
ェースである。ソーシャル・ネットワーキング・システムは、投稿のエンゲージメントお
よび／または露出の性質について記述する様々な情報を提供することができる。図６ｂの
例では、ソーシャル・ネットワーキング・システムは、投稿のインプレッションの総数６
８０（すなわち、投稿を閲覧したユーザの総数）、投稿がオーガニック・コンテンツとし
て提示されたユーザの数６４０、投稿がバイラル・コンテンツとして提示されたユーザの
数６５０（すなわち、広告主またはエンティティから直接的にではなく、１人または複数
人の他のソーシャル・ネットワーキング・システム・ユーザから投稿を提示されたユーザ
の数）、投稿がペイド・コンテンツとして提示されたユーザの数６６０（すなわち、ソー
シャル・ネットワーキング・システムが広告主またはエンティティから報酬を受け取るの
と引き換えに投稿を提示されたユーザの数）を提示する。投稿のユーザ・エンゲージメン
トについてのさらなる情報またはコンテキストを提供するために、投稿に関連付けられて
いるエンティティに関連付けられている最も人気のある投稿を閲覧した、またはそれと対
話を行ったユーザの総数６７０も提示され得る。
【００６１】
　高いユーザ・エンゲージメントを引き起こす投稿を識別
　図７ａ～図７ｂは、一実施形態による、投稿が所与の露出尺度について少なくとも閾値
のユーザ・エンゲージメントを引き起こしたときに、広告主に対して通知するための方法
７００の一実施形態のフローチャートである。
【００６２】
　ソーシャル・ネットワーキング・システムは、ソーシャル・ネットワーキング・システ
ム内のページに関連付けられている１組の投稿をレビューする（７１０）。一実施形態で
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は、レビューされた１組の投稿は、最近の投稿である投稿を含む。投稿の新しさは、任意
選択的に、投稿の作成時刻（例えば、レビュー時刻から遡って所定の期間以内に、もしく
はレビュー時刻のある時間窓内で作成された投稿）、または投稿のこれまでのユーザ・イ
ンプレッション（例えば、投稿が所定の数よりも少ないユーザ・インプレッションもしく
は閲覧を有する）などの基準に基づいて決定される。代替的な実施形態では、ソーシャル
・ネットワーキング・システムは、ページに対して作成されたすべての投稿をレビューす
る。
【００６３】
　例えば、（図３ａ～図３ｂに示されるような）グラハムズ・カフェのプロファイル・ペ
ージなどの事業者ページは、プロファイル・ページ上に投稿３５０－１、３５０－２を表
示し、投稿は、プロファイル・ページに関連付けられている管理者によって、またはソー
シャル・ネットワーキング・システムの１人または複数人の他のユーザによって作成され
る。ソーシャル・ネットワーキング・システムは、グラハムズ・カフェのプロファイル・
ページに関連付けられている１つまたは複数の最近作成された投稿（例えば、アップル・
パイの新フレーバのためのプロモーション・セールについての投稿３５０－１）を、投稿
が作成された場合に、例えば、投稿が作成されている所定の時間間隔内にレビューする。
【００６４】
　ソーシャル・ネットワーキング・システムは、１つまたは複数の露出尺度により、レビ
ューされた投稿の各々に対するユーザ・エンゲージメントの程度を測定する（７１５）。
　一実施形態では、図５ａを参照してさらに説明されるように、特定のレビューされた投
稿のための露出尺度は、特定の投稿のこれまでのユーザ・インプレッション（例えば、閲
覧）の集計カウント数として定義され（７２０）、特定の投稿に対するユーザ・エンゲー
ジメントの程度は、これまでのユーザ・インプレッションの特定の集計カウント数におい
て、これまでのユーザ・インプレッションの中から対話またはエンゲージメント・イベン
トの総カウント数を測定することによって測定される。ユーザ対話およびエンゲージメン
ト・イベントの様々な例が、上述の図５ａ～図５ｂを参照して説明される。
【００６５】
　代替的な実施形態では、図５ｂを参照してさらに説明されるように、特定のレビューさ
れた投稿のための露出尺度は、特定の投稿の作成時刻より後の時点として定義され（７３
０）、特定の投稿に対するユーザ・エンゲージメントの程度は、特定の投稿の作成時刻よ
り後の時点において、その時点までの特定の投稿に関連付けられているエンゲージメント
・イベントの総カウント数を、特定の時点までの特定の投稿のユーザ・インプレッション
の総カウント数によって正規化することによって測定される。そのような実施形態では、
その時点までの特定の投稿に関連付けられているエンゲージメント・イベントの総カウン
ト数が測定される。さらに、特定の時点までの特定の投稿のユーザ・インプレッションの
総カウント数が測定される。その後、エンゲージメント・イベントの総カウント数は、ユ
ーザ・インプレッションの総カウント数によって正規化される。
【００６６】
　一実施形態では、特定のレビューされた投稿に対するユーザ・エンゲージメントの程度
は、ソーシャル・ネットワーキング・システムの１人または複数人のユーザが特定の投稿
を提示された後にエンゲージメント・イベントを実行する蓋然性（例えば、統計的に計算
される尤度）を決定または予測することによって測定される（７３５）。例えば、ユーザ
がエンゲージメント・イベントを実行する蓋然性は、特定の投稿に類似する１つまたは複
数の属性を有する投稿をユーザが提示されたときに実行されたエンゲージメント・イベン
トに基づいて、例えば、ソーシャル・ネットワーキング・システムにこれまでに投稿され
た（例えば、類似するトピック、キーワード、主題を有する、同じページと関連付けられ
る、および同じ広告主と関連付けられるなどの）他の類似する投稿に対してユーザによっ
て実行されたエンゲージメント・イベントに基づいて予測される。
【００６７】
　ソーシャル・ネットワーキング・システムは、レビューされた１組の投稿から、所与の
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露出尺度により、所与の露出尺度についての閾値ユーザ・エンゲージメント・レベルを超
えるユーザ・エンゲージメントの対応する程度を有する投稿を識別する（７４０）。その
ような投稿は、高エンゲージメント・ポストとして識別される。例えば、図５ｂを参照す
ると、投稿Ｐ４は、投稿Ｐ４についてのユーザ・エンゲージメントの尺度が閾値Ｂの値を
超える時刻Ｔ１以降は、高エンゲージメントとして識別される。
【００６８】
　一実施形態では、所与の露出尺度（例えば、時点または総ユーザ・インプレッション数
）における閾値ユーザ・エンゲージメント・レベルは、その時点における、またはその総
ユーザ・インプレッション数についての、１つまたは複数の他の投稿に対するユーザ・エ
ンゲージメントの累積尺度の所定の割合に基づいて計算される。１つまたは複数の他の投
稿は、ページに関連付けられている投稿でもよく、またはそうでなくてもよい。
【００６９】
　一実施形態では、所与の露出尺度（例えば、時点または総ユーザ・インプレッション数
）についての閾値ユーザ・エンゲージメント・レベルは、所与の露出尺度との事前に定義
された関係を有する。そのような実施形態では、事前に定義された関係は、人気のある投
稿（例えば、事前に定義されたトレンドもしくは量のユーザ・エンゲージメントを引き起
こす投稿）の過去のトレンドに基づいて、ページの人気に基づいて、広告主の人気に基づ
いて、または他の任意の事前に定義された閾値（例えば、広告主固有の閾値）に基づいて
定義される。
【００７０】
　ソーシャル・ネットワーキング・システムは、ページに関連付けられている広告主また
はページ管理者に対して、識別された高エンゲージメント・ポストを通知する（７４５）
。一実施形態では、通知は、所与の露出尺度により、または実質的に所与の露出尺度によ
り、広告主またはページ管理者に対して提供される。例えば、図５ｂを参照すると、通知
は、投稿Ｐ４についてのユーザ・エンゲージメントの尺度が閾値Ｂの値を超える時刻Ｔ１
において、広告主またはページ管理者に対して提供される。代替的な実施形態では、通知
は、所与の露出尺度より後の露出尺度により、広告主またはページ管理者に対して提供さ
れる（例えば、図５ｂを再び参照すると、通知は、時刻Ｔ１より後の時点において提供さ
れ得る）。
【００７１】
　一実施形態では、広告主またはページ管理者は、広告主またはページ管理者が将来他の
人気のある投稿を制作または生成することを可能にするトレーニング・モデルを生成する
ために、人気のある投稿または高エンゲージメント・ポスト（例えば、ユーザ・所与の露
出尺度について閾値よりも大きいユーザ・エンゲージメントを有する投稿）に関する情報
（例えば、統計およびトレンド）を収集することができる。言い換えると、人気のある投
稿のユーザ・エンゲージメントのトレンドを観測および分析することによって、広告主ま
たはページ管理者は、将来の投稿に対する広告主または管理者のページについてのユーザ
・エンゲージメント統計を改善することができ、または改善された効率および有効性でソ
ーシャル・ネットワーキング・システム・ユーザに対して広告コンテンツを伝えるために
、ソーシャル・ネットワーキング・システムのユーザに人気のあるコンテンツの性質およ
びタイプについてのより良い理解を育むことができる。
【００７２】
　一実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システムは、広告主またはページ管
理者に対して、複数の露出尺度の各々において高エンゲージメント・ポストとして対応的
に識別された複数の投稿を提示する（７５０）。例えば、ソーシャル・ネットワーキング
・システムは、広告主またはページ管理者に対して、識別された複数の高エンゲージメン
ト・ポストの各々について、露出尺度に伴うユーザ・エンゲージメントの尺度のトレンド
の視覚的表示を提供する。ソーシャル・ネットワーキング・システムは、任意選択的に、
広告主に対して、高エンゲージメント・ポストとして識別されなかったレビューされた投
稿の１つまたは複数について、類似のトレンドの視覚的表示を提供する。そのようなトレ
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ンドの例が、図５ａ～図５ｂに示されている。
【００７３】
　一実施形態では、広告主またはページ管理者からの促しに応答して、ソーシャル・ネッ
トワーキング・システムは、所与の露出尺度より後の露出尺度により、ソーシャル・ネッ
トワーキング・システムの１人または複数人のさらなるユーザに対して、識別された高エ
ンゲージメント・ポストをプロモートする（７６０）。投稿をプロモートする様々な例お
よび実例が、図４ａ～図４ｂを参照して説明されている。例えば、投稿は、閲覧ユーザの
ニュースフィードに公開される（例えば、スポンサ付きストーリのような）ストーリ、お
よび閲覧ユーザのニュースフィードとは別であるが、ニュースフィードと並んで表示され
る広告などとしてプロモートされ得る。図４ａ～図４ｂを参照して説明されるように、識
別された高エンゲージメント・ポストは、閲覧ユーザの注意を識別された高エンゲージメ
ント・ポストの方に引くように、閲覧ユーザのニュースフィード内で視覚的に強調され得
る。一実施形態では、識別された高エンゲージメント・ポストがプロモートされるさらな
るユーザは、レビューされた１組の投稿と直接的に対話を行ったことがないユーザである
。一実施形態では、識別された高エンゲージメント・ポストがプロモートされるさらなる
ユーザは、ページを閲覧したことがない、またはページと直接的に対話を行ったことがな
いユーザである。
【００７４】
　一実施形態では、識別された高エンゲージメント・ポストは、広告主またはページ管理
者によって指定された所定の持続時間（例えば、図５ｂに示される広告主固有のプロモー
ション有効期間ΔＴ）まで、さらなるユーザに対してプロモートされる。代替として、ま
たは加えて、一実施形態では、識別された高エンゲージメント・ポストは、識別された高
エンゲージメント・ポストについて目標露出尺度に到達するまで、さらなるユーザに対し
てプロモートされ、目標露出尺度は、投稿のプロモーションを通じて到達するユーザ・イ
ンプレッションの広告主または管理者固有の目標カウント数（例えば、図５ａを参照して
説明されるような、ユーザ・インプレッションの目標数に対応する広告主または管理者固
有の最終目標Ｇ１）である。さらに、一実施形態では、識別された高エンゲージメント・
ポストは、識別された高エンゲージメント・ポストについてエンゲージメント・イベント
の目標尺度（例えば、図５ａを参照して説明されるような、ユーザ対話の目標数に対応す
る広告主または管理者固有の最終目標Ｇ２）に到達するまで、さらなるユーザに対してプ
ロモートされる。一実施形態では、識別された高エンゲージメント・ポストは、識別され
た高エンゲージメント・ポストをユーザに対して提示またはプロモートするために、広告
主がソーシャル・ネットワーキング・システムに対して提供する報酬額を制限するために
、広告主またはページ管理者によって指定された金銭的予算に基づいて、１人または複数
人のさらなるユーザに対してプロモートされる。ソーシャル・ネットワーキング・システ
ムは、広告主またはページ管理者から受け取った報酬額を指定された予算と比較すること
ができ、指定された予算と受け取った報酬額との間の差に基づいて、さらなるユーザに対
する識別された高エンゲージメント・ポストの提示を変更することができる。
【００７５】
　一実施形態では、広告主またはページ管理者からの促しに応答して、ソーシャル・ネッ
トワーキング・システムは、識別された高エンゲージメント・ポストの方に注意を引くた
めに、識別された高エンゲージメント・ポストをページの上部に移動することによって、
または識別された高エンゲージメント・ポストをそのページ上で視覚的に目立たせて表示
することによって、ソーシャル・ネットワーキング・システムのさらなるユーザに対して
、識別された高エンゲージメント・ポストを強調する（７７０）。識別された高エンゲー
ジメント・ポストの視覚的ハイライトの様々な形態が、上の図４ａ～図４ｂを参照して説
明されている。
【００７６】
　まとめ
　上記の本発明の実施形態の説明は、例示の目的で提示されており、網羅的なものである
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に鑑みて、多くの修正および変形形態が可能であることは、当業者であれば了解されるで
あろう。
【００７７】
　この説明のいくつかの部分は、情報に対する操作のアルゴリズムおよび記号表現の観点
から、本発明の実施形態を説明している。これらのアルゴリズムに関する説明および表現
は、データ処理分野における当業者によって、自らの作業の本質を他の当業者に有効に伝
えるために一般に使用される。これらの操作は、機能的、計算的、または論理的に説明さ
れるが、コンピュータ・プログラムまたは等価な電気回路、マイクロコードなどによって
実装されることが理解される。さらにまた、これらの操作の配列を、一般性を損なうこと
なく、モジュールと呼ぶことが場合によっては好都合であることも判明している。説明さ
れた操作およびそれらの関連付けられたモジュールは、ソフトウェア、ファームウェア、
ハードウェア、またはそれらの任意の組合せにおいて具現化され得る。
【００７８】
　本願明細書で説明された工程、操作、またはプロセスのうちのいずれかが、１または複
数のハードウェアまたはソフトウェア・モジュールによって、単独でまたは他のデバイス
と組合せて、実施または実装され得る。一実施形態では、ソフトウェア・モジュールは、
説明された工程、操作、またはプロセスのうちのいずれかまたはすべてを実施するために
コンピュータ・プロセッサによって実行され得るコンピュータ・プログラム・コードを含
有するコンピュータ可読媒体を備えるコンピュータ・プログラム製品によって実装される
。
【００７９】
　一実施形態はまた、本願明細書の操作を実施するための装置にも関し得る。この装置は
、要求された目的のために特別に構築されてよく、および／または、コンピュータに記憶
されたコンピュータ・プログラムによって選択的に起動または再構成される汎用コンピュ
ーティング・デバイスを備えてよい。そのようなコンピュータ・プログラムは、コンピュ
ータ・システム・バスに結合され得る、非一時的な有形のコンピュータ可読記憶媒体、ま
たは電子命令を記憶するために好適な任意のタイプの媒体に記憶され得る。さらに、本願
明細書で言及される任意のコンピューティング・システムは、単一のプロセッサを含んで
よく、または、増大されたコンピューティング力のために複数のプロセッサ設計を採用す
るアーキテクチャであってよい。
【００８０】
　一実施形態はまた、本願明細書で説明されたコンピューティング・プロセスによって作
り出される製品にも関し得る。そのような製品は、コンピューティング・プロセスから得
られる情報を備えることができ、その場合、その情報は、非一時的な有形のコンピュータ
可読記憶媒体に記憶され、本願明細書で説明されたコンピュータ・プログラム製品または
他のデータの組合せの任意の実施形態を含み得る。
【００８１】
　最後に、本願明細書で使用される言語は、主に読み易さおよび教示目的のために選択さ
れており、本発明の主題を線引きまたは制限するように選択されていないことがある。し
たがって、本実施形態の範囲は、この発明を実施するための形態によってではなく、本願
明細書に基づく出願において出るいずれかの請求項によって限定されることが意図される
。したがって、本実施形態の開示は、以下の特許請求の範囲に記載される本実施形態の範
囲を限定するのではなく例示することが意図される。
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